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市
文
化
褒
賞
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氏
氏
氏
 

氏
 

氏
 

政彦孝 

市褒賞・市文化褒賞を受賞した皆さん 

カ
氏

《俳
号
・
千
空
》
（
元
町）
 

成
田
千
空
さ
ん
（
右
）
 
市
子
さ
ん
（
左
）
 

現
代
俳
句
の
巨
匠
中
村
草
田
男
に
 

「菖
緑
」
創
刊
と
と
も
に
入
門
し
、
昭

和
三
十
一
年
同
人
。
昭
和
六
十
三
年
か

ら
は
選
者
を
務
め
、
現
在
は
そ
の
代
表

と
し
て
、
創
刊
者
中
村
草
田
男
の
精
神

の
実
現
に
励
ん
で
い
る
。
 

句
集
も
「
地
霊
」
「人
日
」
「天
門
」
 

「白
光
」
「忘
年
」
 
の
ほ
か
数多く
あ
り
、
 

菖
緑
賞
、
俳
人
協
会
賞
、
日
本
詩
歌
文

学
館
賞
、
そ
し
て
、
平
成
十
年
に
は
俳

句
界
で
最
も
権
威
の
あ
る
賞
と
言
わ
れ

る
蛇
筋
賞
を
青
森
県
で
初
め
て
受
賞
す

る
な
ど
数
々
の
栄
誉
に輝
き
、
平
成
十

三
年
か
ら
は
蛇
）
勿
賞
の選
考
委
員
を
務

め
、
日
本
の
俳
壇
を
リ
ー
ド
す
る
存
在

と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。
 

青
森
県
立
青
森
工
業
学
校
機
械
科
卒
業

現
在
「
菖
緑
」
代
表
、
青
森
県
文
芸

協
会
理
事
長
 

内
助
功
労
 
成
田
 
市
子
さ
ん
 

融
和
と
団
結
の
意
識
を
高
め
 

住
み
良
い
社
会
づ
く
り
に
努
め
ま
す
 

市
制
施
行
五
十
周
年
記
念
式
典
 

力
（
千
空
）
氏
 

裕
氏
・
三
上
 
忠
 

一
氏

・
前
田
 
尚
 

堅
四
清
 

g

ド
ニ
、
 I
寸
 

ひ
ト
白
《
ロ
山
．

廿

・
リ

・
 

一
 

封小石釜成
馬野川泡田

昭 

氏 

十
月
一
日
、
市
制
施
行
五
十
周
年
記

念
式
典
が
プ
ラ
ザ
マ
リ
ュ
ウ
五
所
川
原

で
行
わ
れ
、
成
田
市
長
や
関
係
者
約
1
1
1
 

百
人
が
五
十
年
の
節
目
を
お
祝
い
し
ま

し
た
。
 

式
で
は
、
「今
日
の
節
目
を
機
と
し
 

て
さ
ら
に
融
和
と
団
結
の
意
識
を
高
め
、
 

不
挑
不
屈
の
精
神
で
ゆ
と
り
と
潤
い
の

あ
る
住
み
良
い
社
会
づ
く
り
に
努
め
ま

す
」
と
市
長
が
式
辞
を
述
べ
、
成
田
力

氏
へ
の
名
誉
市
民
称
号
贈
呈
、
続
い
て
、
 

市
褒
賞
・
文
化
褒
賞
並
び
に
内
助
功
労

章
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
五
所
川
原

第

一
中
学
校
吹
奏
楽
部
員
五
十
五
名
 

（高
橋
和
久
顧
間
）
に
よ
る
演
奏
が
行

わ
れ
た
後
、
平
山
市
議
会
議
長
の
音
頭

に
よ
る
万
歳
三
唱
で
五
十
周
年
を
祝
し

ま
し
た
。
 

五
所
川
原
市
は
、
昭
和
二
十
九
年
十

月
一
日
に
五
所
川
原
町
、
栄
村
、
三
好

村
、
中
川
村
、
長
橋
村
、
飯
詰
村
、
松

島
村
の
一
町
六
村
が
合
併
し
県
内
五
番

目
の
市
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
 

五
所
川
原
市
名
誉
市
民
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初
等
中
等
教
育
の
振
興
と
ス
キ
 

ー
振
興
に
尽
力
 

初
等
教
育
振
興
と
ス
ポ
ー
ッ
振

興
に
尽
力
 

五
所
川
原
市
市
褒
賞
 
文化
褒
賞
」
 

並
び
に
内
助
功
労
章
は
、
公
共
の
福

祉
の
増
進
に
顕
著
な
業
績
の
あ
「た

方
、
徳
行
が
優
れ
広
く
市
民
の模
範

と
な
っ
た
方
、
文
化
の
振
興
に
優
れ

た
功
績
を
残
さ
れ
た
方
を
称
え
る
た

め
、
昭
和
四
十
七
年
に
こ
の
制
度
を

制
定
し
て
以
来
今
日
ま
で
、
市
褒
賞

百
五
十
四
名
、文
化
褒
賞
百
十
一
名
、
 

内
助
功
労
章
二
百
十
八
名
の
方
々
を

表
彰
し
て
い
ま
す
。
 

/
 

貧
‘
園
剛
響
 

 

市
教
育
長
と
し
て
教
育
行
政
の

振
興
に
貢
献
 

初
等
中
等
教
育
の
振
興
と
人
材

の
育
成
に
尽
力
 

社
会
教
育

・
福
祉
の
振
興
発
展

に
貢
献
 

釜
泡
 
裕
氏

（7
4歳
）
下
り
枝
 
 

石

川
清

一
氏
（
7
7歳
）
鳥
 
森
 
 

前
田

尚
彦
氏

（7
0歳
）
梅
 
田
 

小
野
昭
四
郎
氏

（7
5歳
）
川
端
町
 

山

内
 

政
氏
（
7
1歳
）
敷
島
町
 

永
年
に
わ
た
り
初
等
中
等
教
育
の
振

興
に
寄
与
し
、前
途
有
為
な
人
材
を
育

成
し
た
ほ
か
、
五
所
川
原
市
教
育
委
員

会
教
育
長
、
北
五
教
育
委
員
会
連
絡
協

議
会
教
育
長
会
会
長
と
し
て
卓
越
し
た

指
導
力
を
発
揮
し
、
当
市
教
育
行
政
の

振
興
に
貢
献
さ
れ
た
。
 

内
助
功
労
章
 
釜
落
 
頼
子
さん
 

多
額
の
私
財
を
寄
付
し
、
地
域
振

興
と
芸
術文
化
の
向
上
に
貢
献
 

三
上
忠

孝

氏
（
7
1歳
）
ー
ッ
谷
 

永
年
に
わ
た
り
初
等
中
等
教
育
の
振

興
に
寄
与
し
、
前
途
有
為
な
人
材
の
育

成
に
尽
力
し
た
ほ
か
、
五
所
川
原
市
社

会
教
育
委
員
長
、
西
北
五
社
会
教
育
連

絡
協
議
会
会
長
、
青
森
県
社
会
教
育
連

絡
協
議
会
理
事
等
を
務
め
、
卓
越
し
た

指
導
力
を
発
揮
し
地
域
教
育
の
振
興
に

貢
献
さ
れ
た
。
 

内
助
功
労
章
 
石川
 
恵
子
さ
ん
 

永
年
に
わ
た
り
教
育
の
振
興
に
寄
与

し
、
高
校
野
球
の
指
導
強
化
を
通
し
て

青
少
年
の
健
全
育
成
に
尽
力
し
、
多
く

の
有
為
な
人
材
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
 

五
所
川
原
市
社
会
教
育
委
員
、
五
所
川

原
市
民
生
児
童
委
員
等
を
務
め
、
社
会

教
育
、
社
会
福
祉
の
振
興
発
展
に
貢
献

さ
れ
た
。
 

内
助
功
労
章
 
前
田
 
フ
セ
さ
ん
 

永
年
に
わ
た
り
初
等
中
等
教
育
の
振

興
に
寄
与
し
、
多
く
の
前
途
有
為
な
人

材
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
ス
キ
ー
指

導
に
身
を
挺
し
、
五
所
川
原
市
ス
キ
ー
 

協
会
会
長
等
を
歴
任
し
、
ス
キ
ー
振
興

の
礎
を
築
き
、
ス
キ
ー
を
市
民
ス
ポ

ー
 

ツ
と
し
て
定
着
普
及
さ
れ
た
。
 

内
助
功
労
章
 
小
野
 
芳
子
さ
ん
 

永
年
に
わ
た
り
川
柳
の
創
作
活
動
に

勤
し
み
、
優
れ
た
作
品
で
青
森
県
川
柳

社
年
度
賞
初
め
数
多
く
の
賞
を
受
け
、
 

青
森
県
川
柳
社
理
事
等
を
務
め
、
卓
越

し
た
指
導
力
で
後
進
の
育
成
と
一
般
へ

の
普
及
を
図
り
、
川
柳
を
通
じ
て
地
域

文
化
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
。
 

内
助
功
労
章
 
封
馬
 
て
る
さ
ん
 

永
年
に
わ
た
り
初
等
教
育
振
興
に
寄

与
し
、
前
途
有
為
な
人材
を
育
成
す
る

と
と
も
に
、
五
所
川
原
市
女
性
ス
ポ

ー
 

ッ
協
議
会
会
長
、
五
所
川
原
市
ス
ポ

ー
 

ッ
振
興
審
議
会
委
員
を
務
め
、
女
性
ス

ポ
ー
ツ
の
向
上
と
立
伎
武
多
の
踊
り
指

導
を
通
し
て
青
少
年
の
郷
土
愛
の
酒
養

に
貢
献
さ
れ
た
。
 

卓
越
し
た
経
営
能
力
を
発
揮
し
て
地

域
経
済
の
振
興
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
 

地
域
の
将
来
を
思
う
熱
い
気
持
ち
から
、
 

立
侵
武
多
の
館
の
建
設
資
金
、美
術
展

示
品
購
入
費
と
し
て
多
額
の
私
財
を
寄

付
さ
れ
、
地
域
振
興
と
芸
術
文
化
の
向

上
に
貢
献
さ
れ
た
。
 

内
助
功
労
章
 
三
上
千
鶴
子
さ
ん
 

封
馬
堅

一
氏

（7
9歳
）
漆
 
川
 

川
柳
を
通
じ
て
地
域
文
化
の
振

興
に
貢
献
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今
年
も
「
落ち
葉
を
しお
り
に
、
読
書
の
秋
」
を
キ
ャ
ッチ

ー
 

フ
レ
ー
ズ
に
1
0月
2
7日
か
ら
1
1月
9
日
ま
で
第
5
8回

「
読
書
週
一

間
」
が始
ま
り
、
市
立
図
書
館
で
も
1
0月
3
0日
（
土
）
から
1
1月
一
 

7
日
（日
）
ま
で
「
読
書週
間
」
と
な
り
ま
す
o
 

一
 

◇
開
催
内容
 

一
 

『山
谷
芳
弘
氏
の
装丁
図
書
と
力
レ
ン
ダ
ー
展
」
画
家
の
山

一
 谷

芳
弘
さ
ん
は
本
の
装
丁画
や
力
レ
ン
ダ
ー
の
絵
も
て
が
けて

き
ま
し
た
。
今
回
は
そ
れ
を
と
りそ
ろ
え
、
特
別
展
示
し
ま
す
。
 

『本
の
リ
サイ
ク
ル
（
再利
用
）
」
今
年
も
たく
さ
ん
の
「
本」
 

を
多
く
の
方
々
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。
寄
贈
い
た
だ
いた
善

意
を
利
用
者
の
皆様
に
無
料
で
「
本」
を
提
供
し
ま
す
。
 

皆
様
の
ご
来
館
お
待
ち
し
て
お
りま
す
。
 

五
所
川
原
市
農
業
委
員
会

（
秋
田嘉

徳
会
長
）
で
は
、
今
年
も
市
内
の
遊
休

農
地
を
活
用
し
て
サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
を

栽
培
し
、
九
月
二
十
五
日
に
収
穫
し
ま

し
た
。
芋
掘
り
に
は
春
の
植
付
け
か
ら

参
加
し
て
い
る
V
i
c
ウ
ー
マ
ン
、
五

所
川
原
市
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん

が
集
り
、
大
き
く
育
っ
た
サ
ッ
マ
イ
モ

を
子
ど
も
た
ち
が
競
っ
て
畝

（う
ね
）
 

か
ら
掘
り
出
し
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
市
農
業
委
員
会
は
十
月
七
日
、
 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
を
訪
れ
、
 
 

昨
年
に
続
き
今
年
も
収
穫
さ
れ
た
サ
ツ

マ
イ
モ
の
う
ち
約
百
キ
ロ
を
贈
り
ま
し

た
。
秋
田
会
長
は
、
「
サ
ツ
マ
イ
モ
は

繊
維
質
が
多
く
健
康
食
品
で
す
。
秋
の

味
覚
を
楽
し
み
、
健
康
に
過
ご
し
て
く

だ
さ
い
」
 
と
話
し
、入
所
者
に
サ
ツ
マ

イ
モ
を
手
渡
し
ま
し
た
。
 

寄
贈
さ
れ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
は
、
こ
の

日
の
昼
、
野
外
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が
行

わ
れ
て
焼
き
芋
と
な
り
、
入
所
者
が
お

い
し
そ
う
に
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。
 

図
書
館
か
ら
「
あ
れ
こ
れ
」
で
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
の
が
ベ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー
と
称

さ
れ
る
「
人
気
本
」
 
の紹
介
で
あ
り
ま
す
。
 

毎
年
貸
出
デ
ー
タ
を
も
と
に
人
気
の
あ

る
「
本
」
を
選
び
ま
す
が
、
平
成
1
5年
度

は
ま
ず
、
時
代
を
反
映
し
た
パ
ソ
コ
ン
関

係
の
本
の
利
用
が
多
く
、
特
に
 
「仕
事
に

使
え
る
M
i
c
r
o
s
o
f
t
 
E
x
c
 

e
l
 2
0
0
2
」
 
は引
っ
張
り
だ
こ
で

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
従
来
か

ら
人
気
が
高
く
、
男
性
陣
の
利
用
が
目
立

ち
、
そ
れ
だ
け
実
用
性
が
あ
る
と
い
う
こ

と
な
の
で
し
ょう
か
。
 一
方
、女
性
陣
に
 

人
気
が
あ
る
の
は
「
お
う
ち
で
簡
単
こ

な
ど
で
始
ま
る
お
料
理
や
収
納
、
衣
服
に

関
す
る
本
が
圧
倒
的
に
人
気
が
高
く
、
こ

れ
と
あ
わ
せ
て
 
「エ
ッ
セ
」
 
や
 
「

婦
人
画

報
」
 
の
雑
誌も
よ
く
読
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

ゃ
ゃ
余
談
で
す
が
市
役
所
人
事
課
か
ら
提
 

・

供
し
て
も
ら
って
い
る
「
暮
ら
し
と
健
康
」
 

も
女
性
の
方
が
よ
く
借
り
て
い
か
れま
す
。
 

実
は
、
こ
れ
に
五
所
川
原
市
の
女
性
の
 
 「思

い
」
 
が反
映
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。
本
や
雑
誌
か
ら
家
族の
た
め
に

と
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
集
め
、
そ
れ
を
 

「や
さ
し
さ
や
思
い
や
り
」
 
に
かえ
て
愛

す
る
家
族
提
供
し
て
い
る
と
言
え
な
い
で

し
ょ
う
か
。
 

そ
し
て
、
小
説
に
な
る
と
磐
石
な
赤
川

次
郎
の
 
「校
庭
に
紅
は
落
ち
る
」
 
「モ
ン

ス
タ
ー
の
花
嫁
」
が
群
を
抜
い
て
いま
す
。
 

そ
れ
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
の
が
サ
ス
ペ

ン
ス
の
神
様
 
西
村
 
京
太
郎
の
十
津
川

警
部
シ
リ
ー
ズ
で
あ
り
ま
す
。
特
筆
す
べ

き
は
同
作
家
の
「
愛
と
殺
意
の
津
軽
三
味

線
」
が
配
架
と
同
時
に
借
り
る
方
が
次
か

ら
次
と
あ
っ
で
棚
に
納
ま
っ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
で
した
0
こ
れ
に
は
驚
か

さ
れ
ま
し
た
。
や
は
り
テ
レ
ビ
映
画
化
さ

れ
五
所
川
原
市
を
中
心
に
「
ロ
ケ
」
 
が行

わ
れ
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
がェ
キ
ス

ト
ラ
と
し
て
出
演
さ
れた
こ
と
が
功
を
奏

し
て
い
る
の
で
し
ょう
か
。
 一
方
、時
代

派
小
説
の
重
鎮
であ
り
ま
す
 
司
馬
遼
太
 
 郎

、
藤
沢
周
平
、
津
田
ふ
じ
子
の
作
品
は

根
強
い
フ
ァ
ン
を
も
っ
て
い
る
よ
う
で
コ

ン
ス
タ
ン
トに
貸
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

さ
て
、
子
ど
も
向
け
の
「
本
」
 
に目
を

む
け
ま
す
と
、
最
近
は
下
火
と
な
り
ま
し

た
が
 「あ
た
し
ン
ち
」
 
シリ
ー
ズ
の
人
気

は
目
を
見
張
る
も
の
があ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
あ
ま
り
の
人気
の
高
さ
で
順
番
が
な

か
な
か
回
っ
て
こ
な
い
で
数
力
月
も
待
た

さ
れ
た
子
ど
も
さ
ん
も
い
ま
し
た
。
ご
め

ん
な
さ
い
。
 

こ
れ
に
引
け
を
と
ら
な
い
の
が
 「
かい

け
つ
ゾ
ロ
リ
」
シ
リ
ー
ズ
で
す
。
こ
れ
も

あ
ま
り
に
も
人
気
が
あ
り
ま
す
の
で
、今

し
ば
ら
く
は
予
約
は
受
け
付
け
て
い
ま
せ

ん
。
そ
し
て
「
怪
談
レ
ス
ト
ラ
ン
シ
リ
ー
 

ズ
」
、「
ぞく
ぞ
く
村
の
お
ば
け
シ
リ
ー
ズ」
 

も
定
着
し
た
フ
ァ
ン
を
も
っ
て
い
ま
す
。
 

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
図
書
館
が
一

人
で
も
多
く
の
人
に
利
用
さ
れ
一
冊
で
も

多
く
の
本
が
読
ま
れ
る
こ
と
は
確
実
な
文

化
の
向
上
です
。
 

終
わ
り
に
お
願
い
が
ー
つ
。
よ
り
多
く

の
人
に
本
に
親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
「
貸

出
期
限
内
」
 
の
返
却
を
お
願
い
し
ま
し
て
、
 

今
回
の
図
書
館
か
ら
あ
れ
こ
れ
を
閉
じ
ま

す
。
 



、
 

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に
と
も
な

い
、
市
内
各
地
で
も
多
く
の
活
動
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
中
央
小
学
校

で
は
九
月
二
十
四
日
、
 一
年
一
組
の
児

童
二
十
八
名
が
松
島
団
地
駐
在
所
前
の

通
り
で
P
T
A
生
徒
指
導
部
会
及
び
松

島
八
丁
目
婦
人
部
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

交
通
安
全
運
動
を
行
い
ま
し
た
。
 

手
作
り
の
マ
ス
コ
ッ
ト
等
を
ド
ラ
イ

バ
ー
に
手
渡
し
て
交
通
安
全
を
呼
び
か

け
、
平
山
恭
佑
く
ん
は
、
「安
全
運
転
お

願
い
し
ま
す
っ
て
言
っ
た
ら
運
転
手
さ

ん
が
『
は
い
』
っ
て
約
東
し
て
く
れ
た
」
 

と
う
れ
し
そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

九
月
三
十
日
、
わ

・
ご
し
ょが
わ
ら

会
会
長
の
山
田
春
雄
さ
ん

（
太力
打
出

身
・
東
京
都
世
田
谷
区
在
住
）
が
市
制

施
行
五
十
周
年
記
念
に
と
、
尾
上
町
出

身
の
洋
画
家
葛
西
四
雄
の
絵
画
を
市
に

寄
贈
し
ま
し
た
。
 

同
作
品
は
、
 ク奥
入
瀬
）
と
題
さ
れ

た
渓
流
の
周
り
の
赤
い
モ
ミ
ジ
が
鮮
や

か
に
映
え
る
葛
西
の
傑
作
で
す
。
 

山
田
さ
ん
は
、
「赤
の
葛
西
と
呼
ば

れ
る
ほ
ど
赤
を
う
ま
く
使
っ
て
い
る
作

者
の
奥
入
瀬
渓
流
の
紅
葉
に
心
を
打
た

れ
ま
し
た
。
ぜ
ひ
と
も
、
こ
の
作
品
を

郷
土

（ふ
る
さ
と
）
に
展
示
し
た
く
寄

贈
し
ま
す
」
と
話
し
な
が
ら
市
長
に
手

渡
し
ま
し
た
。
 

郵
便
局
職
員
が
 

家
族
ぐ
る
み
で
 

、
掃
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 

市
内
に
十
一
あ
る
郵
便
局
の
職
員
と

そ
の
家
族
の
皆
さ
ん
四
十
人
が
十
月
一
一

日
、
清
掃
奉
仕
を
行
い
、
五
所
川
原
大

橋
か
ら
乾
橋
ま
で
の
岩
木
川
河
川
敷
を

き
れ
い
に
し
ま
し
た
。
河
川
敷
に
は
台

風
に
よ
る
増
水
の
影
響
で
流
れ
着
い
た

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
空
き
缶
な
ど
の
ご
み

が
多
く
み
ら
れ
、
参
加
者
は
分
別
し
な

が
ら
ー
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
拾
い
ま
し
た
。
 

目
に
見
え
て
き
れ
い
に
な
っ
て
い
く

河
川
敷
の
様
子
に
五
所
川
原
郵
便
局
長

の
慶
瀬
勉
さ
ん
は
、
「
今後
も
皆
で
地

域
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
 

九
月
十
九
日
、
市
民
体
育
館
、
南
小

学
校
体
育
館
及
び
菊
ケ
丘
運
動
公
園
で

第
三
十
五
回
学
区
対
抗
マ
マ
さ
ん
体
育

大
会
が
開
催
さ
れ
、
お
母
さ
ん
た
ち
が

優
勝
を
目
指
し
各
種
目
を
競
い
ま
し
た
。
 

《
優勝
チ
ー
ム
は
次
の
と
お
り
》
 

キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
…
五
所
川
原
小

学
区
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
三1
1
輪

小
学
区
A

、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

・
・
・

中
央
小
学
区
B
 

善
意
の花
か
こ
 

⑨
梅
沢
n
II三

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
へ
 

〇
市
畳
組
合
（
工
藤
政
二
組
合
長
）
八

名
H
奉
仕
（
畳
の
表
替
え
）
。
 

同
組
合
長
は
、
「
日
頃
お
世
話
に
な
 

っ
て
い
る
地
域
の
皆
さ
ん
へ
の
感
謝
と
、
 

畳
の
心
地
よ
さ
が
味
わ
え
る
“
憩
い
の

場
）
づ
く
り
に
協
力
で
き
れ
ば
と
思
い
、
 

毎
年
奉
仕
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。
 

⑨
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
尾
崎
俊
宏
さ
ん

（
田
町
一
八
七
ー
 

八
）
J
十
万
円
。
 

⑨
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
へ
 

〇
日
本
た
ば
こ
産
業
株
式
会
社
盛
岡
支

店

（
手塚
幸
次
郎
支
店
長
）
H
寄
贈
 

（
た
ばこ
百
七
十
箱
）
。
 

〇
花
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
青
森
地
区
会

（
佐

藤
和
治
会
長
）
H
寄
贈
（
敬
老
の
日

ア
レ
ン
ジ
フ
ラ
ワ
ー
）
。
 

     

  

小
さ
な
手
で
 

交
通
安
全
を願
う
 

中
央
小
学
校
・
松
島
ハ
丁
目
婦
人
部
 

  

     

     

  

葛
西
四
雄
の
 

絵
画
を
市
に
寄
贈
 

山
田
 
春雄
さ
ん（
わ
『」
し
ょがわ
ら
会
会
長
）
 

  

     

    

ノ
 

    

ノ
 
、
 

ノ
 

学
区
対
抗
 

マ
マ
さ
ん体
育
大
会
 

5
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
5
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⑤
市
除
排
雪
業
務
経
験
者
は
6
0歳
未
満

の
方
、
未
経
験
者
は
5
0歳
未
満
の
方

◇
雇
用
期
間
 
1
2月
1
0日
国
、
平
成
1
7
 

年
3
月
9
日
困
 

◇
就
業
時
間
等
 
五
所
川
原
市
臨
時
的

任
用
職
員
管
理
規
程
に
よ
る
（
詳
細

に
つ
い
て
は
土
木
課
ま
で
）
 

◇
申
請
書
類
 
五
所
川
原
市
除
排
雪
業

務
臨
時
職
員
雇
用
申
請
書

（
土
木
課

に
あ
り
ま
す
）
、住
民
票
抄
本
、
免

許
証
（
写
）
、車
両
系
建
設
機
械
運
転

技
能
講
習
修
了
証
（写
）
、運
転
記
録

証
明
書
、
健
康
診
断
書
、
納
税
証
明

書

（
平
成1
6年
度
）
 

◇
申
請
先
 
市
建
設
部
土
木
課
管
理
係

◇
採
否
の
決
定
通
知
 

1
1月
1
0日
困
ま
で
に
通
知
し
ま
す
。
 

西
北
五
の
教
育
を
考
え
る
集
い

超
不
良
が
母
校
の
熱
血
教
師
に

I
 

『ヤ
ン
キ
ー
母
校
に
生
き
る
』
 

表
示
登
記
無
料
相
談
会
 

青
森
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

容
0
1
7
(
m)
31
7
8
 

土
地
家
屋
調
査
士
は
、
あ
な
た
に
か

わ
っ
て
表
示
登
記
の
手
続
き
を
行
う
専

門
家
で
す
。
土
地
の
境
界
問
題
で
お
困

り
の
方
、
そ
の
他
、
建
物
や
土
地
の
表

示
登
記
な
ど
に
つ
い
て
無
料
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。
 

●

1
0月
3
1日
卿
 
1
0時

、
1
5時
3
0分

青
森
会
場
 
ァ
ウ
ガ
5
階
 
研
修
室

弘
前
会
場
 
総
合
学
習
セ
ン
タ

ー
 

※
事
前
の
申
込
み
は
不
要
。
相
談
に
関

係
す
る
書
類
が
あ
れ
ば
持
参
の
う
え
、
 

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

農
政
課
か
ら
の
ご
案
内
 

内
線

3
5
3
・
3
5
5
 

稲
わ
ら
ふ
り
ー
で
ん

・
 

秋
の
特
設
行
政
相
談
所
開
設

市
民
課
 
内
線

2
2
0
 

毎
日
の
生
活
の
中
で
行
政

（
国

・
県
 

・

市
）
（
の
苦
情
や
要
望
な
ど
が
あ
り

ま
せ
ん
か
。
行
政
相
談
委
員
が
秘
密
を

守
り
親
切
に
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

●

1
0月
2
0日
困
 
1
3時

、
1
6時
 

エ
ル
ム
文
化
セ
ン
タ

ー
 

2
F
 
パ

ー
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
B
 

西
北
五
民
俗
芸
能
フ
ェ
ア
 

市
観
光
協
会
 
公
（
3
8)1
5
1
5
 

五
所
川
原
市
社
会
福
祉
大
会
 

市
社
会
福
祉
協
議
会
 

公
（
3
4)
34
9
4
 

豊
か
な
地
域
福
祉
社
会
を
目
指
し
、
 

市
民
と
関
係
各
機
関
の
連
携
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
大
会
式
典
並
び
に
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。
 

●
1
0月
2
3日
田
 
1
3時

、
 

オ
ル
テ
ン
シ
ァ
 
小
ホ
ー
ル
 

◇
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
 
園
児
・
児
童
・
 

生
徒
や
福
祉
団
体
等
に
よ
る
演
奏
発
 

表
、
合
唱
、
楽
し
い
踊
り
な
ど
 

平
成
1
6年
度
 

除
排
雪
業
務
臨
時
職
員
 

（
除排
雪
車
両
運
転
手
）
募
集
 

市
除
排
雪
対
策
本
部
で
は
、
平
成
1
6
 

年
度
除
排
雪
業
務
臨
時
職
員
（
除
排
雪
 

車
両
運
転
手
）
を
募
集
し
ま
す
。
 

◇
募
集
期
間
 

1
0月
1
5日
国
、
1
1月
1
日
囲
 

◇
募
集
人
員
 
3
6名
 

弾援 

藷維 

つがる克雪ドーム 至
弘
前
一
 

禁学昌禁学昌 

至市内 

至浅井I ―ー 

‘護ん 盟
 

市
内
 

至
市
内
一
 

ま金木 

青うグ 

×
 

6
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西
北
五
民
俗
芸
能
連
合
会
に
よ
る
民
 
◇
募

集
条
件

（
次の
①
、
⑤
す
べ
て
に

謡
、
獅
子
舞
、
登
山
唯
子
等
の
発
表
会
。
 

該
当
す
る
方
）
 

●

1
1月
7
日
回
 
1
3時
、
 
①
市
内
に

居
住
し
て
い
る
方

オ
ル
テ
ン
シ
ア

（
入場
無
料
）
 

②
健
康
な
方
 

◇
出
場
者
 
西
北
五
民
俗
芸
能
連
合
会
 

③
大
型
特
殊
免
許
を
有
し
て
い
る
方
 

1
2団
体
、
特
別
ゲ
ス
ト

（
平
成6
年
 
④
車

両
系
建
設
機
械
運
転
技
能
講
習
を

内
閣
総
理
大
臣
賞
受
賞

・
関
下
恵
子
、
 
修
了
後
、
重
機
運
転
経
験
3
年
以
上

津
軽
三
味
線

・
三
浦
智
恵
子
）
 

の
方
 

実
行
委
員
会
・
県
教
組
西
北
支
部
 

公
（3
4)5
5
4
7
 

●

1
1月
3
日
困

・
祝
 

開
演
1
4時

（開
場
1
3時
3
0分
）
 

オ
ル
テ
ン
シ
ア
 

◇
講
師
・
演
題
 

北
星
学園
余
市
高
校
教
諭
・
義
家
弘
介氏
 

『ヤ
ン
キ
ー
母
校
に
生
き
る
』
 

◇
入
場
券
 

一
般
…
前
売
5
o
o円
、
当
日
7
o
o円
 

中
・
高
校
生
…
無
料
（
整
理券
が
必
要
です
）
 

フ
リ
ー
マ
ケ
ッ
ト
開
催
 

家
庭
で
野
菜
や
花
を
栽
培
す
る
方
々

に
堆
肥
の
原
料
や
敷
き
わ
ら
と
し
て
、
 

ぜ
ひ
、
稲
わ
ら
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
 

《稲
わ
ら
ふ
り
ー
で
ん
》
 

●

開
催
中
（
な
く
な
り
次
第
終
了
）
 

《
稲
わ
ら
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
》
 

●1
0月
2
6日
因

、
2
7日
困
 

9
時
3
0分

、
1
6時
 

※
稲
わ
ら
ふ
り
ー
で
ん
は
、
ほ
場
の
稲

わ
ら
を
無
料
で
提
供
し
ま
す
。
稲
わ
 
 

ら
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
1
ロ

ー
 

ル

（2
0聴
）
を
3
0
0
円
で
販
売
し

ま
す
。
天
候
に
よ
る
日
程
変
更
あ
り
。
 

担
当
ま
で
電
話
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
 

【
 

,
 



み
ん
な
の
消
費
生
活
展
 

5
し
っ
か
り
選
ぼ

う
 

消
費
者

の
知
恵
で

5
 

商
工
観

光
課
 

内
線

3
8
4
 

秋
の
写

真
教
室
 

参
加
者
募
集
 

青
森
県
立
自
然
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
 

公
0
1
7
2
(6
2)
4
5
2
7
 

献
0
1
7
2
(6
2)
8
51
0
 

問合せ／五所川原地区消防事務組合消防本部丑35-2019（内線 23) 

五所川原消防署管内9月の火災、救急、救助出動件数（単位】件） 

火災・救急誇動 

区 分 
火 救 救 	助 

月別 累計 月別 累計 月別 累計 

平成16年 3 30 100 1,076 2 24 
平成15年 3 19 93 1,028 1 17 
比 	較 0 11 7 48 1 7 

況 留 

,
 

農
業
用
軽
油
引
取
税
証
の

交
付
申
請
に
つ
い
て
 

五
所
川
原
県
税
事
務
所
課
税
課
 

費
3
4)
21
1
1
 内
線
2
o
7・
2
o
8
 

平
成
1
7年
に
使
用
す
る
農
業
用
軽
油

引
取
税
証
の
交
付
申
請
を
次
に
よ
り
受

け
付
け
ま
す
。
 

●

1
1月
1
1日
困
 
9
時
、
1
5時

青
森
県
五
所
川
原
合
同
庁
舎
 

協
、
販
売
店
へ
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
 

生
活
の
多
様
化
に
よ
り
、
良
質
な
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
す
る
消
費
者
の

し
っ
か
り
し
た
目
が
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。
食
品
、
悪
質
商
法
に
関
す
る
展

示
コ
ー
ナ
ー
等
を
設
け
、
様
々
な
資
料

を
用
意
し
て
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
誘
い
合
わ

せ
の
う
え
お
出
で
く
だ
さ
い
。
 

●

1
0月
2
3日
田
、
2
4日
回
 

9
時
3
0分

、
1
6時
 

つ
が
る
克
雪
ド

ー
ム
 

第
1
2回
 
働
く
婦
人
の
家

利
用
者
発
表
会
 

働
く
婦
人
の
家
 
公
（3
5)
8
8
98
 

●

1
1月
6
日
田
、
7
日
卿
 

9
時
3
0分

、
1
7時
 

働
く
婦
人
の
家
（
全
館
）
 

◇
内
容
 
記
念
講
演
「
家
族
の
倖
せ
、
 

女
の
倖
せ
」
鷹
山
ひ
ば
り
氏
（
鷹
山
 

宇
一
記
念
美
術

館
長
）
、
中
央
小
 

再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー
 

再
び
働
き
た
い
人
に
 

財

2
1世
紀
職
業
財
団
青
森
事
務
所

公
0
1
7
(m
)
2
0
2
8
 

再
就
職
に
向
け
て
準
備
を
し
て
い
る

方
を
対
象
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
 

●

1
1月
1
8日
困
9
時
3
0分

、
1
2時
1
0分
 

1
1月
1
9日
岡
9
時
3
0分
、
1
2時
5
0分

◇
会
場
 
市
働
く
婦
人
の
家
 

◇
内
容
 
①
効
果
的
な
求
職
方
法
と
は

②
高
感
度
ア
ッ
プ
の
た
め
の
身
だ
し

な
み
 

③
社
長
は
こ
う
し
て
採
用
を
決
め
る

※
無
料
託
児

（1
歳
、
未
就
学
児
）
有
。
 

◇
定
員
 
2
0人

（
受
講無
料
）
 

◇
申
込
締
切
 
1
1月
1
6日
因
 

秋
を
満
喫
し
な
が
ら
、
ゆ
つ
く
り
ゆ

つ
く
り
…
プ
ロ
の
写
真
家
と
一
緒
に
紅

葉
の
楚
珠
山
頂
へ
。
初
心
者
大
歓
迎
。
 

●

1
0月
2
4日
卿
 
受
付
9
時
 

◇
定
員
・
参
加
料
 
3
0名
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）
・
無
料
 

◇
準
備
す
る
物
 
カ
メ
ラ
、
昼
食
、
雨
 

具
、
野
外
活
動
に
ふ
さ
わ
し
い
服
装

◇
中
込
方
法
 
1
0月
2
2日
国
ま
で
9
時
 

、
1
7時
に
電
話
等
で
申
込
み
 

消
防
本
部
か
ら
の
 

お
知
ら
せ
 

空
販

2
0
1
9
 内
線
2
5
・
4
2
 

火
災
予
防
運
動
 

県
下
一
斉
に
秋
の
火
災
予
防
運
動
か

始
ま
り
ま
す
。
五
所
川
原
地
区
消
防
本

部
と
五
所
川
原
消
防
署
で
は
、
防
火
P
 

R
の
た
め
街
頭
広
報
パ
レ
ー
ド
等
を
行

い
ま
す
。
 

●

期
間
 
1
0月
1
8日
囲
、
2
4日
回
 

⑨
統

一
標
語
 

『火
は
消
し
た
？
 

い
つ
も
心
に
 
き
い
て
み
て
』
 

◇
主
な
行
事
 

・

1
8日
囲
9
時

、
1
1時
3
0分

…
消
防
署

に
よ
る
パ
レ
ー
ド
 

・

1
9日
因
9
時

、
1
2時

…
消
防
団
に
よ

る
パ
レ
ー
ド
、
女
性
消
防
団
員
に
よ

る
街
頭
広
報
活
動
 

・

2
0日
困
1
0時

、
1
1時
…
一
日
消
防
官
、
 

五
所
川
原
地
域
防
災
協
会
及
び
幼
年

消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
る
街
頭
パ
レ
ー
ド
 

緯
「一
火
い
忽
鼻
守
）
句
 

7
つ
璽
加イ
ン
ト
 

◇
3
つ
の
習
慣
 

・

寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。
 

・

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
ゃ
す
い
も
の
か

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。
 

・

ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
 

と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。
 

◇
4
つ
の
対
策
 

・

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用

火
災
警
報
機
を
設
置
す
る
。
 

・
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た

め
に
、
防
炎
製
品
を
使
用
す
る
。
 

・

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
 

住
宅
用
消
火
器
等
を
備
え
る
。
 

・

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制

を
つ
く
る
。
 

古
タ
、な
っ
一
 
凋
火
鍋の

回
収
に
つ
い
て
 

腐
食
し
た
消
火
器
の
破
裂
等
に
よ
る

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
火
災
予
防

運
動
期
間
中
に
住
宅
用
消
火
器
の
回
収

促
進
を
図
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

古
く
な
り
腐
食
等
が
見
ら
れ
る
消
火

器
は
、
岡
青
森
県
消
防
設
備
保
守
協
会

の
協
力
に
よ
り
処
分
し
ま
す
の
で
、
処

分
を
希
望
さ
れ
る
方
は
『
消
防
本
部
予

防
課
』
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
処
分

料
は
有
料

（
一本
当
た
り
千
円
）
で
す
。
 

ま
た
、
こ
れ
を
機
に
住
宅
防
火
対
策

の
一
環
と
し
て
消
火
器
の
普
及
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

※
消
火
器
の
不
法
販
売
等
に
は
、
引
き

続
き
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
 

1
階
 
相
談
室
 
「

よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
」
、
s
A
K
A
 
9

時
1
5分

、
1
5時
 

※
申
請
用
紙
は
県
税
事
務
所
、
各
農
業
 

Z
A
K
I
 
B
A
N
D

、
チ
ャ
リ
テ
 
県

立
自
然
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
集
合

協
同
組
合
及
び
石
油
製
品
の
販
売
店
 
ィ

ー
バ
ザ
ー
、
食
堂
や
喫
茶
な
ど
 

◇
講
師
 
写
真
家
・
い
ち
の
（
義
孝
氏

に
あ
り
ま
す
。
農
協
、
販
売
店
を
通
 

※
駐
車
場
は
増
田
病
院
向
い
、
看
板
を
 

◇
対
象
 
ど
な
た
で
も
参
加
可
（
た
だ

じ
て
提
出
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
農
 
掲
げ

て
い
る
所
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

し
、
山
頂
に
登
る
体
力
は
必
要
）
 

五所川原市役所 ft35- 2111 7 平成16年10月15日 
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青
森
県
立
弘
前
高
等
技
術
専
門
校
木
造
校
 

公
（
4
2)
2
4
2
4
 

職
業
訓
練
受
講
者
募
集
 

容
（
3
4)
3
3
5
9
 

小
田
桐
 

第
2
6回
青
森
県
菊
花
大
会
 

①
離
職
者
等
再
就
職
訓
練
事
業
 

・

建
築
c
A
D
科
 

1
1月
2
日
因
、
1
2月
2
4日
岡
 

◇
応
募
資
格
 
公
共
職
業
安
定所
長
の
 

指
示
ま
た
は
推
薦
を
受
け
た
方
 

◇
申
込
方
法
 
受
講
申
込
書
を1
0月
2
6
 

日
因
ま
で
に
五
所
川
原
公
共
職
業
安
 

名
名
名
 
ー
安

2
6
 

の
 
名
 

定
所
（
（
電
話
で
の
申
込
み
不
可
）
 

②
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
訓
練
事
業
 

・

介
護
福
祉
科
 

・

パ
ソ
コ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
科
 

・

自
動
車
運
転
科
 

10 10 10 可業月 長 20 

＊
介
護
福
祉
科
は
1
7年
2
月
7
日
、
3
 

月
2
8日
、
そ
の
他
の
科
は
随
時
 

◇
応
募
資
格
 
3
0歳
未
満
で
雇
用
保
険

受
給
資
格
の
な
い
方
。
た
だ
し
、
同

一
人
の
複
数
コ
ー
ス
受
講
は不
可
。
 

◇
申
込
先
 
当
校
（
木
造
校）
(
 

の納付期限です。 
忘れずに納めましよう。 

収 納 課（内線431 -438) 
介護福祉課（内線273) 

丑LJ@J 銭 
市（県）民 税第3期
国民健康保険税第4期
介護保険料第4期 

に
 

/
 

青
森
職
業
能
力
開
発
短
期
 

大
学
校
学
園
祭
 

弓
道
を
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か

市
民
弓
道
教
室
（
後
期
）
 

五
所
川
原
弓
道
会
 

雫
献

（3
5)1
2
6
3
 新
岡
 

事
務
局
 
費

（3
7)3
2
0
1
 

学
生
達
の
作
品
展
示
、
豪
華
景
品
が
 

市
制
施
行
5
0周
年
記
念
・
ベ
ー
ト
ー
 

ヴ
ェ
ン
「交
響
曲
第
9
番
」
演
奏
会

・

合
唱
付
／
指
揮
…
岩
村
力
（
N
響
指

揮
者
）
、管
弦
楽
…
青
森
市
交
響
楽
団
、
 

ソ
プ
ラ
ノ
…
小
渡
恵利
子
ほ
か
 

中
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
ど
な
た
で
 

当
た
る
ビ
ン
ゴ
大
会
や
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
な

も
で
き
る
初
心
者
向
け市
民
弓
道
教
室
。
 
ど
の
催
物
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
 

●

1
0月
3
1日
卿
 
1
0時

、
1
6時
 

栄

幸
園
祭
 

栄
幸
園
  
公
（

2
8)
2
2
8
8
 

●

1
0月
2
6日
因
、
1
1月
2
7日
田
 

毎
週
火
・
木
‘土
曜
日
 

旧
三
道
会
館
 
1
9時

、
2
0時
4
5分
 

親
子
リ
ズ

ム
体

験
会
 

新
日
本
婦
人
の
会
 

公
（3
4)
9
7
0
5
 大
坂
 

県
内
の
菊
づ
く
り名
人
た
ち
の
作
品

を
展
示
し
ま
す
。
菊
の
美
し
さ
を
鑑
賞

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

●

1
0月
2
8日
困
 
1
4時

、
1
7時
 

2
9日
国
 
9
時

、
1
7時

ぬ
日
田
 
9
時

、
1
5時

立
侵
武
多
の
館
 1
階
ホ
ー
ル
 

※
受
講
無
料
。弓
具
は
弓
道
会
で
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。
 

身
体
障
害
者
相
談
所
開
設
 

五
所
川
原
市
身
体
障
害
者
福
祉
会
 

容
（
3
6)
2
1
4
2
 

恒
例
の
抽
選
会
、
模
擬
店
、
展
示
即

売
、
そ
し
て
お
楽
し
み
の
イ
ベ
ン
ト
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。
 

●

1
1月
1
4日
回
 
1
0時
、
1
4時
3
0分

テ
ー
マ
「
し
あ
わ
せ
（
ハ
ピ
ネ
ス
）」
 

作
っ
て
み
よ
う
I・
 

バ
ラ
ン
ス
朝
こ
は
ん
 

青
森
県
栄
養
士
会
五
所
川
原
地
区

空
西
3
N
34
茜
輩
霧
鰭
葎
来
握
 

身
体
障
害
者
相
談
員
が
無
料
で
相
談

に
応
じ
ま
す
。
相
談
内
容
は
厳
守
し
ま

す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

●

1
0月
2
7日
困
 
1
0時
、
1
5時

五
所
川
原
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
 

毘
沙
門

・長
富
地
区
文
化
祭
開
催
 

●

練
習
・
毎
週
木
曜
1
9時

、
2
0時
5
0分
 

朝
食
を
食
べ
ず
に
学
校
（
行
く
子
ど

立
候
武
多
の
館
 
も
た
ち
が

増
え
て
い
ま
す
。
簡
単
に
作
 

◇
会
費
 
レ
ッ
ス
ン
料

・
月
2
0
0
0
 

円
、
楽
譜
代
5
0
0
円
、
年
会
員
券
 

4
0
0
0円

（当
日
の
チ
ケ
ッ
ト
代

含
む
、
年
会
費
は
一
回
の
み
）
 

◇
演
奏
会
 
平
成
1
7年
1
月
3
0日
回

オ
ル
テ
ン
シ
ア
 
大
ホ
ー
ル
 

＠
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
 

つ
り
上
げ荷
重
1
ト
ノ以
上
5
Eノ未
満
 

●

1
1月
1
0日
困
、
1
2日
国
（
3
日
間
）
 

9
時

、
1
7時
 

学
科
…
囲
西
北
労働
基
準
協
会
 

2
階
大
ホ
ー
ル
 

実
技
・
・
斎勝
建
設
開
構
内
 

◇
受
験
資
格
 
満
1
8歳
以
上
の
方
（
女
 

性
の
方
歓
迎
）
 

◇
受
講
料
 
2
7
7
0
0
円
 

◇
締
切
 
1
1月
5
日
岡
か
定
員
6
0名
 

ま
す
。
 

れ
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
朝
ご
は
ん

を
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
・
 

●

1
2月
4
日
田
 
1
0時

、
1
2時
 

中
央
公
民
館
 
調
理
室
 

◇
対
象
 
小
学
4
、
6
年
生
と
保
護
者
 

◇
申
込
締
切
 
1
1月
1
5日
囲
 

×
 

「第
九
」
を
愛
す
る
方々

を
 

募
集
し
て
い
ま
す
H
 

5
み
ん
な
が
主
催
者
5
 

奥
津
軽
に
第
九
を
響
か
せ
る
会
実
行
委員
会

事
務
局
 
音
o
90
(
7o
6
2)
8
0
21
 

子
ど
も
の
心
と
体
の
発
達
を
考
え
な

が
ら
、
歌
や
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
親
子
で

楽
し
く
遊
び
ま
す
。
 

●

1
0月
1
9日
因
 
1
0時

、
1
2時
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
栄
 

◇
対
象
 
0
歳
、
就
学
前
の
お
子
さ
ん
 

と
保
護
者
 

※
参
加
無
料
。
動
き
や
す
い
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。
 

技
能
講
習
会
の
お
知
ら
せ
 

囲
西
北
労
働
基
準
協
会
 

公
（
3
5)
6
3
3
6
 

ベ
ー
ト
 
ヴ
ェ
ン
の
「
第
九
」
 
“歓

喜
の
歌
）
を
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
一
緒
に

真
冬
の
奥
津
軽
に
響
か
せ
る
…
歌
い
た

い
、
聞
き
た
い
、
興
味
が
あ
る
、
何
か

自
分
に
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
お
考

え
の
皆
さ
ん
一
緒
に
感
動
の
場
を
創
り
 

上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
大
歓
迎
。
 

毘
沙
門
・
長
富
地
区
住
民
協
議
会
事
務
局
 

公
（
3
6)
2
01
3
 

●

1
0月
3
0日
田
 
9
時

、
1
7時
 

3
1日
回
 
9
時

、
1
5時
 

毘
沙
門

・
長富
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
 

◇
催
物
 
盆
栽
・
山
野
草

・
農
産
物
展
 

※
3
1日
の
午
前
に
健
康
相
談
を
実
施
し
 



10月23日（土）・24日（日） 
9時30分～16時 つがる克雪ドーム 

轡 r -
-4L に挑戦

りんこはやむき競争 

しょがわら菊まつり 
主催／ごしょがわら菊まつり実行委員会 

■問い合わせ先／商工観光課（内382) ①回 
r 

         

催 

 

事議麟 

      

    

“曹“"“尋叫曹 

  

        

         

         

ーー、、、 

■営農相談コーナー（コップ1杯の土で土壌診断できます） 
■東北農政局 五所川原統計‘情報センター 

青森農政事務所地域第 3 課 
■健康づくりコーナー 
■みんなの消費生活展 
■五所川原農林高等学校（木工教室等） 
■青森職業能力開発短期大学校 
■電気安全移動相談所 
■青森県特設データフェア 
■郵便局特設コーナー 
■赤～いりんこコーナー 
■五所川原立侵武多（ミニ立倭武多） 
■西北五観光PRコーナー 
■合併特設コーナー 
こしょがわら市農業協同組合（野菜等販売） 
市浦村畜産振興公社（市浦牛の販売） 
株式会社トーサム（しじみ販売） 
しうらクラフト愛好会＆陶芸クラブ（木工・陶芸即売） 
金木町生き活き直売会（野菜、加工品等販売） 
JA津軽北部無人販売の会（野菜、ポン菓子等販売） 
ハ陰ふれあいセンター農産物加工部会（そば打ち体験他） 
JA津軽北部嘉瀬支店加工部（ドーナツ実演販売他） 

電“ 
	舞 台 蹴 

10月23日仕） 

9 :30 ～ 開会式 
9 :50 -10 :20 漆川獅子舞 
10:30 -12 :00 演芸大会（市老人クラブ連合会芸能部） 

B:30 -14 :00 寸劇（劇団『ちゃかしこ』） 
15:00 -15 :30 『ソーラン』（中央小学校） 

10月24日（日） 

9 :30 ～ 開場 
10 :00 - 10 :30 子供獅子舞（三好小学校） 

10 :40 -12 :00 りんごはやむき競争 
13 :00 -13 :30 飯詰姦曾 
14 :30 -16 :00 ワクワク福弓は大会（国民健康保険） 
※抽選券は9 : 30より国保年金相談コーナーで差し上げます。 

■森林と親しむコーナー 
津軽森林管理署金木支署（木工品販売） 
藤田造園（竹炭製品販売） 

■北遊盆栽展 
■五所川原津軽凧連合会（凧の製作体験〔有料〕） 
■掬シルバー人材センター 
■勤労青少年ホーム 
■青森ファッション株式会社（婦人・子供服販売） 
■生活学校（チャリティーバザー） 
■赤十字奉仕団（介護用品等） 
■縫製ボランティアグループ 
■生活改善グループコーナー 
■シクラメン販売 
■農産物加工センター（農産加工品販売） 
■新鮮野菜・くだものとれたて市 
■郷土の里手作り体験コーナー 
（金魚ねぷた製作体験〔有料〕） 
■西北五物産コーナー（地場産品販売） 
■国保年金相談コーナー 
■五所川原市広域新農業センター 
■豚汁無料サービス（午後12時～) 
■子供縁日コーナー 

受 付／10月24日（日J 
受付時間／9 】 30-10 】 20 

（各部門先着20名で締め切ります） 

受付場所／事務局 

募集内容／小学校高学年の部 先着20名 
中学校・高校生の部 先着20名 
大人の部 	 先着20名 

賞 品／参加賞〔りんご〕 決勝進出者〔みそ lkg) 
優勝者〔お米 5 聴・みそ lkg・とうふ 2 丁〕 

内 容／りんごまるごと皮むきをしてもらい、早く
むき終わった人が勝ちです。（小学生はピ 
ーラーで、それ以上の方は果物ナイフでむ
いてもらいます。） 

■主催 ごしょがわら産業まつり運営委員会 ■問い合わせ先 農政課（内353・355) 
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みなさんの健康づくりをお手伝いします 
健康福祉課健康推進係 内線245 

保健協力員249名任命（任期】平成19年8月31日まで） 
保健協力員は市民と行政との健康づくりのパイプ役です。豊富な知識で地域住民の健康保持増進に努めます。 

（平成16年 9 月 1 日現在順不同・敬称略） 

地区 町内会名 氏 名 櫨 町内会名 氏 名 地区 町内会名 	氏 名 地区 町内会名 氏 名 

五
所

川
原
北
地
区
 

五
所
川
原
南
地
区
 

寺町・岩木町 

伊 藤 和 子 新 	町 高 橋 芳 枝 
栄

」
 
 

みどり町・2丁目 	洋 	田 秋 
松
島

一
 

桃 	崎 今 春 江 

尾 崎 京 子 五
所

川
盾
 

元 	町 

葛 西 幸 子 みどり町 2丁目 	葛 西 明 子 
尻 	無 

荒 関 はっよ 

斎 藤 良 子 葛 西 京 子 地
区
 

みどり町 3丁目 	小田桐 良 子 野 呂 よ ね 

錦 	町 
白 戸 喜美子 山 谷 テ ル みどり町 4丁目 	宮 本 優 子 旭

区
 

小 野 敬 子 

吉 川 和 子 応
南
 

第 1 柳 町 越 田 都 
みどり町 5丁目 

青 山 美香子 
石 	畑 

封 馬 礼 子 

布 屋 町 
白 戸 せ い 」

地
区
 

第 2 柳 町 村 上 文 子 佐々木 由 紀 小 野 け裏子 

山 上 知 	了 成 田 町 三 浦 とも子 みどり町 6丁目 	八木橋 直 子 
― 野 坪 

島 谷 とも子 

弥 生 町 藤 田 

平 和 町 

片 山 キリ子 みどり町 7丁目 	加 藤 幸 子 中 	村 小 野 哲 子 

東 	町 小 山 キ エ 戸 沼 永久子 みどり町 8丁目 	木 村 貞 子 前 	落 山 内 幸 

大 	町 

小 山 フミエ 三 浦 英 子 
梅
沢

一
 

梅 

石 岡 京 馬 	性 伊 藤 まっ裏 

斉 藤 良 子 日 の 出 町 西 村 澄 江 田 斉 藤 八千子 曙 	町 安 田 早 苗 

高 嶋 光 子 不 魚 住 福 沢 幸 代 前 田 みち子 取
』
  

長 	坂 平 山 リ 	ッ 

旭 	町 
中 畑 留美子 

田町・栄町 

相 川 嶺 子 旭
区
 

中 
小山内 ゆり子 萌

一
 

北 下 派 立 坂 本 玲 子 

高 橋 英 子 小 野 登志子 
泉 

神 秋 枝 旭
区
 

大 正 町 竹 林 京 子 

敷 島 町 

伊 藤 営 子 川 村 良 子 
長

一
 

浅 井 笹 森 セ ッ 大 	日 	町 柳 原 幸 枝 

清 野 和 子 福 間 悦 子 
福 

土 岐 恵理子 五 本 松 三 上 洋 子 

高 橋 麗 

鎌 谷 町 

白 戸 いっ子 無 
山 

今 和 子 北 	新 中 谷 まち象 

雛 田 町 荒 関 トミエ 寺 田 トシ子 旭
反
 

豊 成 白 野 正 子 仲 	町 山 中 み よ 

さ っ き 町 

工 藤 ト 	キ 成 田 満 子 」
 

 野 里 八木橋 ミサ子 坂 	ノ 	上 三 稿 キ ク 

千 葉 只 枝 ―ッ谷団地 安 部 昭 子 杉 派 立 土 岐 和可子 南 	新 阿 部 永久子 

松 江 レイ子 

鳥 	森 

工 藤 ハル江 神 山 松 野 コ一 	キ 新町・大町 松 野 和 子 

東 雲 町 蝦 名 麗 子 米 谷 美智子 福 岡 佐々木 哲 子 伝助町・下町 田 中 久 子 

上 平 井 町 
辻 美千代 斎 藤 裕 子 松 野 木 長 尾 公 子 中下・南下 賀 谷 千鶴子 

藤 元 チ サ 八 重 菊 吉 田 梶 子 若 山 清 野 ム 	ッ 下 	村 三 戸 春 江 

中 平 井 町 

工 藤 ノリ子 

田 	園 町 

福 士 エ 	ミ 石 田 坂 片 岡 富上子 
興隆・朝日 

太 田 裕 子 

黒 滝 松 子 秋 元 俊 子 
戸 

」 藤 純 子 鳴 海 和 子 

高 井 ュキ子 田 中 フミエ 斉 藤 かおる 其 田 まさ子 

平 井 町 
小田桐 とき象 青 葉 町 一 戸 正 子 

七

和

一
 

俵 元 外 崎 コ，リ子 
下 岩 崎 

松 本 千衣子 

神 レイ子 松島町 1 丁目 後 藤 閏 子 伊 藤 富士子 

ニ
好
一
 

上 藻 川 
一 戸 テイ子 

下 平 井 町 

磯 漫 光 子 
松島町2'3丁目 

小 山 愛 子 
原 子 

伊 藤 良 子 渡 漫 ャッエ 

高 橋 二1． 	キ 高 橋 キョエ 旭
区
 

羽 野 木 
阿 部 貞 子 

下 藻 川 

佐 藤 節 枝 

服 部 秀 子 

松島町 5丁目 

小 野 ケイ子 
沢 

斉 藤 茂 子 旭
区
 

高 橋 き 	象 

柏 原 町 
小 野 美 子 I 藤 昭 子 

持 子 
阿 部 悦 子 高 橋 佳 子 

角 谷 伸 子 寺 田 あい子 
沢 

三 上 洋 子 竹 谷 ト 	キ 

幾 島 町 
塚 本 ミドリ 

松島町 6丁目 
北 川 セ ッ 

高 

葛 西 葉 子 竹 谷 ミ 	ョ 

平 山 宗 子 谷 坂 裕 子 野 福 士 三千代 福 	井 小笠原 博 子 

末 広 町 
田 漫 以宇子 松島町 7丁目 岩 測 登 子 堀 内 ウ 	メ 

鶴 	ケ 	岡 

小 野 秀 子 

山 中 み わ 
松島町 8丁目 

岩 測 せ っ 
前 田 野 

大 坂 文 恵 洋 田 愛 子 

ニュ一タウン新宮 開 米 政 了 寺 田 敏 子 
目 

斎 藤 友 子 津 田 京 子 

新 宮 町 

佐 藤 京 子 湊 団 地 神 はるみ 
松
島

一
 

川 代 田 工 藤 美保子 
高 	瀬 

木 村 み き 

原 節 了 
千 鳥 町 

佐々木 江美子 
野崎・金山 

渋 谷 シ ャ 渋 谷 友 江 

原 ミキエ 椿 原 と 	よ 村 田 江 子 田 山 形 シ マ 

蒔 苗 光 世 はるにれ町 小 野 築 子 旭
区
 

宮 田 渋 谷 ミ 	エ 甲
川
一
 

種 	井 高 橋 リッコ 

蘇 	鉄 工 藤 容 子 
湊 

葛 西 せっ子 悪 戸 高 橋 由紀子 中 	泊 外 崎 トシュ 

工ヴア ランド蘇鉄 小 野 由花里 宋
」
 
 

平 山 良 子 田 中 高 橋 洋 子 旭
区
 

川 	山 	（下） 葛 西 タエ子 

若 葉 第 ― 三 上 てる子 地
区
 

姥 	落 
木 村 千鶴子 

水 野 
小 坂 アキエ 川 	山 	（中） 吉 岡 幸 子 

若 葉 第 二 
長 岡 ハチエ 平 山 孝 子 

尾 
小 坂 洋 子 川 	山 	（上） 奈良岡 照 江 

中 川 幸 子 猫 	測 藤 田 ミドリ 
米 

工 藤 チヅ子 石 谷 君 江 

西 若 葉 石 田 秀 子 三 	ッ 	谷 藤 田 マ サ 
田 

森 田 淑 子 
沖 飯 詰 

藤 森 せい子 

若葉市営住宅 小 島 きみ裏 
稲 	実 

一 戸 稔 二 本 柳 千 田 サ エ 
桜 	田 

笠 井 知 子 

若 葉 苑 山 田 和 子 加 藤 キ ヒ 石 岡 寺 田 よし象 笠 井 ミ 	ャ 

小 	曲 
相 馬 良 子 米 	崎 三 上 りか子 

唐 笠 
新 井 

柳 
ュキ子 旭 ・ 新 田 太 田 絹 子 

長 津 生 
稲 実 団 地 

工 藤 和 子 山 口 豊 子 毘
沙
門
・

長
 

毘 沙 門 北 川 マ サ 

沼 田 町 
川 瀬 紀美子 奈 良 ッカエ 吹 畑 寺 田 ヒ サ 中 	崎 成 田 啓 子 

成 田 泉 柳 	沼 松 林 睦 子 太
 
田
 

加
 
藤
 

加
 
藤
 

漆
  白

 
川
 

神
 山
 
本
 

昭 子 中野・川端 山 口 あっ子 

＋ 川 町 
根 上 瑞 枝 

広 	田 
一 戸 幸 子 喜美子 共 	栄 佐 藤 毒 

古 川 菊 江 成 田 キミエ 貴 子 菅 中 長 富 笠 井 いく子 

川 端 町 

襖 井 照 子 藤 浦 団 地 渋 谷 かほる キ エ 地 東 長 富 高 橋 富士子 

佐々木 京 子 みなみ広田 三 和 っき子 美 和 区
  

下 長 富 高 橋 フク子 

三 森 敬 子 ひがし光が丘 野 宮 哲 子 良 子 上 長 富 蛸 島 キヌョ 

本 	町 
斎 藤 君 枝 虫 	流 今 直 美 東 松 島 井 上 則 枝 

鳴 海 ヒ 	ナ 七 	ッ 	館 葛 西 絹 枝 太 	刀 打 高 杉 妙 子 

新 	町 尾 津 イ サ みどり町1・2丁目 伊 藤 玲 子 桃 崎 葛 西 悦 子 
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65歳からのインフルエンザ予防接種 
健康福祉課 内線245 

1月から 2月にかけてインフルエンザが流行する時期となりま

す。流行前に予防接種をうけていることが有効な予防法です。 

1.対象者 五所川原市に住所のある65歳以上で接種を希望する

方。ただし、満60歳以上65歳未満の方で、心臓、腎臓、呼吸器

または免疫不全などによる機能障害を有する（障害1級程度） 

方も対象となります。 

2.実施期間 10月20日困- 12月31日園《実施期間外に接種され

た方は、任意接種となり全額自己負担になります》 

3．自己負担金 1,500円（生活保護世帯の方は証明書を提示して

いただけば負担金はありません。） 

4. 持参するもの ①保険証（必ず）②受ける病院の診察券（持っ

ている場合）③老人健康手帳（70歳以上の方）か健康手帳（65 - 
69歳でお持ちの方） 

5．注意事項 接種希望者は、医療機関窓口に申込み「インフル

エンザ予防接種予診票」に記入し、診察後接種となります。 

※自己負担金は今年度変更となります。ご了承ください。 

実 施 医 月 旨 機 関 名 	（五十音順） 

駅前クリニック 瀬川内科クリニック 

江渡内科医院 対馬内科小児科医院 

こどもクリニックおとも っしまクリニック 

かねひらクリニック てらだクリニック 

川崎胃腸科内科医院 冨田胃腸科内科医院 

木村内科医院 都谷森小児科医院 

櫛引クリニック 中村整形外科医院 

楠美泌尿器科クリニック 中村内科医院 

健生五所川原診療所 永田小児科内科医院 

佐藤内科小児科医院 白生会胃腸病院 

清水クリニック 布施病院 

白戸胃腸科外科医院 増田病院 

そうま泌尿器科クリニック まっもと整形外科クリニック 

すわ胃腸科内科クリニック 三好診療所 

精神障害者の地域での生活を支援す

るボランティアを育成します。どなた

でも参加できます。締切10月27日困。 

●基礎コース…精神障害者への理解を

深める。11月 9日因- 11日困 10 - 
15時 

●実践コース・・・基礎コース修了者で精

神障害者と交流する。12月1日困～ 

3日圃・10日圏 10-15時 

アロマセラピーは、妊婦さんによく

ある腰痛・肩こり・不眠・頭痛・むく

みなど心身の調和をはかります。東奥
日報連載コラム（平成15年）で登場し

た中村あづさ先生のお話と精油の香り

の体験で、心身ともにリラックスしま

せんか。 

●ii月30日因 18時～20時 

働く婦人の家・保健センター 

1階 集団指導室 

◇内 	容 英国I FPA認定アロマ 

セラピスト中村あづさ先生による講

義及び体験。（オリジナルスプレーづ

くり他） 

◇料 金 1,（獄）円（材料費代） 

◇申込締切 11月19日岡までに電話で

お申込みください。先着30名まで 

, 
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あなたも 
作ってみませんか 
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料理紹介 

◆ 

テーマ 

ー自い鰭骨携健世事業ー 

親1コ、わよい 
調理実習① 

五所川原市食生活改善推進員会  

健康福祉課 内線234・236 

健 康 相 談 
病気の相談、心の相談、血圧測定など保健師が相談

に応じます。健康手帳をお持ちの方はご持参ください。 

~I、ランスのとれた献立～ 

朝 ご は ん 

豆腐入リ
い り 卵 ＼、、 

開催場所 開催月日 開催時間 

しきしまコミュニテイセンター 10月21日困 13 : 00- 15 】 00 

下岩崎公民館 11月 4 日困 13 :30-14 :30 

すくすく健診 
◆場所・・働く婦人の家・保健センター 

ー ◆受付時間…12時15分から12時30分 
『 	◆持参するもの・・・母子健康手帳、バスタオル 

◆主な内容…小児科診察、歯科診察（1歳 6 カ月児・ 3 
歳児）、身体計測発達相談、離乳食試食 
(4 カ月児）等 

対 象 児 期 	日 

4 カ月児健診 平成16年 6 月生まれ 11月 2 日因 

1歳 6 カ月児健診 平成15年 5 月生まれ 11月16日因 

3 歳児健診 平成13年 7 月生まれ 11月18日困 

※お願い 健診に来られなかった方は、健康推進係までご連絡

ください。病気療養中のお子さんは、翌月の健診を受ける
ことができます。健診当日は、駐車場が混雑しますので、 
市役所駐車場もご利用ください。 

母と子の相 談日 
●この相談日を、お子さん、お母さん達の交流の場に 
もご利用できますので、気軽においでください。 
◆場所・・・働く婦人の家・保健センター 
◆持参するもの・・・母子健康手帳 

開設日 時間 内容 

11月17日困 

11月24日困 

*24日午後は電話予約
となっています。 

10: 
13: 

00- 12 
00- 15 

: 00 
:00 

・各月齢での成長、 
発達、育児、遊び、 
栄養（離乳食等） 
相談 
・子育て等の情報交換 

ことばの相談日 

11月18日困 

※11月 4 日までに予約
が必要です。 

10: 00- 12 :00 
・ことばが遅い、発 

音がききとりにく 
い、どもりなど 

1這三1 r-4 r 了発竺馨にギr‘~ 
正勲いl軍ン馴戸iF員二二‘r・；~ 

月 日 曜日 医療機関名 住所 電 話 

10月17日 日
  

江渡内科医院 旭町7 34-3000 

10月24日 口
］
 
 

中村整形外科医院 一ッ谷508-12 34-0123 

10月31日 日
  

永田小児科内科医院 一ッ谷549フ 34-5611 

※ 1‘対応時間（電話で確認）9 時から17時まで。 

2．その他、消防署（救急病院紹介合34-4999）で紹介します。 

e 

ごはん×鴫ーノ、~フみそ十 

~ 

ごはん200 g の場合の栄養量 1 人分 7O3kcaI 
たんぱく質 25.8 g 脂質 19.3g 塩分 2.4 g 

（献立：青森県栄養士会） 

《ごはん》 

《みそ汁》 【材料 1人分】 

なす 	40 g 	出し汁（煮干） 	150 cc 
棒ふ 	3g みそ 	大さじ1/2 

《豆腐入りいり卵》 【材料 1人分】 

木綿豆腐・・・b0Og 
ピーマン 	15g 塩 	 少々 
卵 	1/2個 こしょう 	 少々 

【作り方】 

①豆腐は水気を切り、 2 cmのサイコ口状に切る。 

②ピーマンは種をとり、千切り。卵は器に割りほぐし

ておく。 
③フライパンを火にかけバターを入れ豆腐、ピーマン

を妙め、塩、こしょうで味をつけ、最後に卵を入れ
る。 

《たたき長芋》 【材料 1人分】 

長芋 	60 g 	酢 	小さじ3乃 
めかぶ 	20 g 	しょう油…小さじ2/3 しょう油…小さじ2/3 

みりん 	小さじ1/3 

【作り方】 

①長芋は皮をむいて適当な大きさに切り、ポリ袋に入
れて、麺棒でトントンとたたく。ここにめかぶと調
味料 a を入れて、袋の中で混ぜる。 

②袋からだし、盛りつける。 

《牛乳》 200cc 

依頼団体募集のおしらせ 

小学生と、その保護者を対象に、パランスのとれた
食事の大切さを学び、きた、食を通じて親子のふれあ
いを図ることを目的に、青森県栄養士会と共に「～良
い食習慣定着促進事業～親子ふれあい調理実習」を行
いき弓0 

ただ今、3〇名程度の団体からの依頼を募集してい
き弓o 詳し＜は会長の三森きで、電話かファッワスで
お問い合わせください0 

TEL・FAX 36一4593 
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